






3. 発⾏回数 本紀要は、年間 1 回発⾏する。ただし増刊号（Supplement）を発⾏する場
合がある。 












1) 原稿は、必ず Word ファイル「原稿⼊⼒フォーマット」をテンプレートとし
て使⽤し作成する。A4 サイズとし、余⽩は「上：35mm」「下：30mm」
「左：30mm」「右：30mm」とする。 
本⽂のフォントは明朝体（10.5）及び Times New Roman(12.0)を使⽤する。 




り上がり 10 ⾴（和⽂：14,000 字）（英⽂：18,000 字）以内とする。⾴数⼜
は字数を⼤幅に超過した原稿は削減を求める。それでも超過したままの場合
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(1) 原稿は Word ファイル「原稿⼊⼒フォーマット」で作成した Microsoft Word フ
ァイル及び PDF ファイルを、印刷原稿 2 部と共に教育開発センターに提出する。 
(2) 提出原稿は査読を⾏う。査読の済んだ掲載⽤最終原稿は、上記電⼦ファイルの




10.  校正 
 校正は⾏わない。ただし、編集委員会から原稿体裁に関する指⽰をする場合がある。 
11.  掲載料、別冊 
 掲載料等については徴収しない。別冊は最終版の PDF を作成し、贈呈する。 





究所、2002 年 11 ⽉）に従う。 
13.  付則  
 本規定は岡⼭県⽴⼤学教育研究紀要第 1 巻 1 号（2016)から適⽤する。 
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